
第２期草津市スポーツ推進計画　点検・評価シート 資料３-2

青色の網掛け個所を記入してください。

施策 具体的な取組 担当課

実施主体

関係団体等 目標

年度 R3 R4 R5 R6 R7

区分 継続 継続 継続 継続 継続

実施主体

関係団体等 目標

年度 R3 R4 R5 R6 R7

区分 継続 継続 継続 継続 継続

実施主体

関係団体等 目標

年度 R3 R4 R5 R6 R7

区分 継続 継続 継続 継続 継続

・運動能力調査（県主催）の
参画
・運動遊びプログラムの策
定
・運動遊びに関するイベント
の開催

乳幼児期対象　４教室
児童期対象　２教室

・運動能力調査（県主催）
の参画
・運動遊びプログラムの
実施
・運動遊びに関するイベ
ントの開催

・運動能力調査（県主催）
の参画
・運動遊びプログラムの
実施
・運動遊びに関するイベ
ントの開催

・運動能力調査（県主催）
の参画
・運動遊びプログラムの
実施
・運動遊びに関するイベ
ントの開催

・運動能力調査（県主催）
の参画
・運動遊びプログラムの
実施
・運動遊びに関するイベ
ントの開催

支援者数　７５人
・スポーツ体験・交流活動
４６回　　６９人
・部活動　９９回　６人

・「親子で楽しむ運動遊び」を開
催(6月・10月)
・各施設で年を通して運動遊び
に取組む。
・リズム運動
・散歩
・外部講師の活用
・地域の方とのスポーツ交流等

乳幼児期対象　４教室
児童期対象　２教室

乳幼児期対象　４教室
児童期対象　２教室

乳幼児期対象　４教室
児童期対象　２教室

基本方針１ 子どもの体力向上とスポーツ活動の推進

評価

①
遊
び
を
通
し
た
運
動
・
ス
ポ
ー

ツ
の
充
実

3

５：計画以上にでき、かつ顕著な成果を得た
４：計画以上にできた
３：計画どおりできた
２：計画どおりできなかった
１：取り組まなかった

子どもの運動・遊び推
進事業

幼
児
課
・
子
育
て
相
談
セ
ン
タ
ー

認定こども園、幼稚園、保育所、子育て相談センター

草津市

事業内容

認定こども園・幼稚園・保育所において、各園所の特色を生かした
運動（遊び）の充実を図り、また、子育て支援センターにおいて、遊
び場の提供や親子で身体を動かすことのできるイベントを開催す
る。

成果

幼児の運動遊びプログラム事業により、モデル園（公立2園所）の実施・検証をまとめ
た「幼児の運動遊びプログラム～草津モデル～」を市内就学前施設、市内小学校に
配布するとともに、運動遊びの大切さを伝えるシンポジウムを実施した。
子育て家庭に交流の場を提供するとともに、親子で体を動かすことのできる場を提供
し、子育てについての支援を行うことができた。
令和4年度に策定した「幼児の運動遊びプログラム～草津モデル～」を活用しなが
ら、各施設がそれぞれの状況に合わせた取組みを進めることで、体を動かすことの
楽しさを伝えることができた。

事業名 点検・評価

課題

「幼児の運動遊びプログラム～草津モデル～」を活用しながら、市内の就学前施設
が体を動かして遊ぶ楽しさや運動することが好きな子どもを育成し、さらなる保育の
質の向上を図る必要がある。
各施設で取り組む内容に差が生じないよう、毎年の取組み内容の確認や必要に応じ
て勧奨を行い、運動遊びに係る質の向上を図る必要がある。

実施計画

計画

実績

・10月　運動能力調査（県主催）
・幼児の運動遊びプログラムを策
定し、モデル園２園で実施、検証を
する。（新型コロナウイルス感染症
拡大の影響により10月に予定して
いた「親子で楽しむ運動遊び」を中
止）

・運動遊びﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ草津モデル策定
・７月幼児の運動遊びプログラム草津モデ
ル　シンポジウム開催
・８月各園の運動遊びの取組を庁内1階ロ
ビーにて掲示
・研修会「園庭環境から運動遊びを学ぶ」
（聖泉大学　炭谷教授）
・９月研修「幼児の運動遊びと運動発達研
修」（橘大学　口野教授）
・10月運動能力調査（県主催）の参画
・公立園所に年２回外部講師を派遣し、運
動プログラム実施等
・10月「親子で楽しむ運動遊び」を開催

様々な運動（遊び）を通じて、子どもの体力・運動能力の向上と、親同士や子ども同士の交流を深めるきかっかけづくりにつなげる。

②
親
子
で
楽
し
む
運
動
・
機
会
の
充
実

親子で参加できる各種
スポーツ教室

ス
ポ
ー

ツ
推
進
課

草津市スポーツ振興事業体 実施計画

スポーツ協会、くさつ健・交クラブ、スポーツ推進委員協議会 スポーツを通じて、親と子のつながりを深めるとともに、親の子育てへの参画意識の醸成につなげる。

事業内容
親子で参加できる各種スポーツ教室を開催し、家族ぐるみで運動・
スポーツに取り組むことができる機会の充実を図る。

計画

乳幼児期対象　４教室
児童期対象　２教室

成果

小学生以下の親子を対象としたスポーツ教室を開催することで、スポーツの重要性
や楽しさを伝えることができた。乳幼児向け教室については、計画を下回る教室数と
なったが、児童期である小学生向けの教室については、各団体が積極的に企画さ
れ、計画を上回って開催された。

課題
乳幼児向けの教室が少ないことから、乳幼児の親子をターゲットに
した教室内容等について検討を進める必要がある

実績

乳幼児対象　４教室
・親と子の体操教室(春・秋)
・幼児サッカー教室(春・秋)
児童対象　２教室
・小学生スポーツ教室(春・秋・
冬)
・夏休みジュニアスポーツ教室

乳幼児対象　1教室
・親と子の体操教室(春・秋)
児童対象　4教室
・新春親子サッカー教室
・夏休み親子サッカー教室
・夏休み子ども運動教室
・未就学児サッカー教室(月4
回)

【乳幼児対象教室】　1教室
・親と子の体操教室(春・秋)
【児童対象教室】
・小学生スポーツ教室（春・秋・
冬）
・夏休みジュニアスポーツ教室
・夏休み子ども運動教室
・夏休み子どもサッカー教室
・新春親子テニス体験会
・新春親子サッカー体験会

評価 3

５：計画以上にでき、かつ顕著な成果を得た
４：計画以上にできた
３：計画どおりできた
２：計画どおりできなかった
１：取り組まなかった

各学校の地域協働合校では、命の授業（着衣泳）、伝統文化の継承
（花踊り）、クラブ活動、部活動指導等において地域住民等の支援を
得て、より充実した体験活動が実施できた。

課題
体験活動の良さを生かし、今後も活動を継続していくために、活動
の支援者の裾野を広げていくことが必要である。

実績

各推進組織

評価 3

５：計画以上にでき、かつ顕著な成果を得た
４：計画以上にできた
３：計画どおりできた
２：計画どおりできなかった
１：取り組まなかった

支援者数　９６人
・スポーツ体験・交流活動
４５回　　８９人
・部活動　９０回　７人

支援者数　  ９４人
・スポーツ体験・交流活動
５１回　６９人
・部活動　　２５回　２５人

③
地
域
ぐ
る
み
で
取
り
組
む
子
ど
も
の
運
動
・
ス
ポ
ー

ツ

機
会
の
充
実

地域協働合校

生
涯
学
習
課

実施計画

地域住民、市民サークル、老人会、企業・大学関係者　など 学校・家庭・地域の協働を通じて、生涯を通した学びや活動に関心を持つことができる機会の充実を図る。

事業内容
学校・家庭・地域がそれぞれ持つ教育機能を生かしながら、子どもと
大人が、地域文化や現代的な課題などについて、学び合いの協働
を積み重ねる社会を目指した活動を推進する。

計画

支援者数　６５人 支援者数　７０人 支援者数　７５人 支援者数　８０人 支援者数　８５人

成果

【評価基準】
５：計画以上にでき、かつ顕著な成果を得た ４：計画以上にできた３：計画どおりできた ２：計画どおりできなかった １：取り組まなかっ
た

（
１

）
乳
幼
児
・
児
童
の
運
動

（
遊
び

）
の
推
進
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第２期草津市スポーツ推進計画　点検・評価シート 資料３-2

青色の網掛け個所を記入してください。

施策 具体的な取組 担当課

基本方針１ 子どもの体力向上とスポーツ活動の推進

事業名 点検・評価

【評価基準】
５：計画以上にでき、かつ顕著な成果を得た ４：計画以上にできた３：計画どおりできた ２：計画どおりできなかった １：取り組まなかっ
た

実施主体

関係団体等 目標

年度 R3 R4 R5 R6 R7

区分 継続 継続 継続 継続 継続

実施主体

関係団体等 目標

年度 R3 R4 R5 R6 R7

区分 継続 継続 検討 継続 継続

実施主体

関係団体等 目標

年度 R3 R4 R5 R6 R7

区分 継続 継続 検討 継続 継続

小・中学校体育連盟活
動推進事業

学
校
教
育
課

草津市 実施計画

小学校体育連盟、中学校体育連盟 小・中学校体育連盟の連携を強化し、運動クラブ・部活動の活性化を図る。

事業内容
学校間の課題等の共有を図り、その解決策等について、協議・研究
する機会の充実を図るとともに、タブレット端末等を活用した効率
的・効果的な体育指導の向上を図ります。

計画

推進会議　年２回 推進会議　年２回 推進会議　年２回
今後の推進事業の在り方
について検討

終了 終了

成果
子どもの体力、運動能力向上のために効果的な体育指導を推進し
たため、２０２１、２０２２年度調査に比べて「全国体力・運動能力、運
動習慣等調査」の実技合計得点の記録が向上した。

課題
「全国体力・運動能力、運動習慣等調査」の「体育・保健体育の授業
は楽しいですか」の質問項目において、小学生女子、中学生男女が
全国平均を下回った。今後、楽しい体育授業の研究を進める。

実績

推進会議　年２回 推進会議　年２回 推進会議　６月開催
　　　　　　　３月開催

評価 3

５：計画以上にでき、かつ顕著な成果を得た
４：計画以上にできた
３：計画どおりできた
２：計画どおりできなかった
１：取り組まなかった

ダンス教室１５回（小）
体育実技講習会　１回
体育実技研修会　１回
教職員研修　１回

④
プ
ロ
ス
ポ
ー

ツ
選
手
等
と
連
携
し
た
子
ど
も
の
ス
ポ
ー

ツ
機
会
の
充
実

くさつMIO夢先生事業

ス
ポ
ー

ツ
推
進
課

草津市

評価 3

５：計画以上にでき、かつ顕著な成果を得た
４：計画以上にできた
３：計画どおりできた
２：計画どおりできなかった
１：取り組まなかった

くさつMIO夢先生事業開催
２回
・常盤小学校　６年（２回）

くさつMIO夢先生事業開
催　４回
・笠縫小学校６年（２回）
・志津南小学校６年（２
回）

くさつMIO夢先生事業開
催　３回
・笠縫小学校５年（１回）
・志津南小学校５・６年（２
回）

レイラック滋賀FC、小・中学校 児童生徒がスポーツの楽しさや素晴らしさを身近に感じ、スポーツをしたり、好きになるきっかけづくりにつなげる。

事業内容
市内の小・中学校においてレイラック滋賀FCと連携した体育の授業
を行い、児童とレイラック滋賀FCの選手等のトップアスリートが交流
できる機会の充実を図る。

計画

くさつMIO夢先生事業開催
４回

くさつMIO夢先生事業開
催　４回

くさつMIO夢先生事業開
催　５回

くさつMIO夢先生事業開
催　５回

くさつMIO夢先生事業開
催　６回

成果
プロスポーツ選手との交流を通じて、児童のスポーツへの関心を高
めつつ、自分の夢や希望に向かって努力する大切さを伝えることが
できた。

課題
どんな授業内容ができるのかが不明という意見があったことから、
学校へ周知する際には前年度の授業内容を具体的に照会するな
ど、周知内容や方法を工夫する必要がある。

実績

実施計画

小学校体育連盟、中学校体育連盟、立命館大学 児童・生徒の体力向上と体育指導者の資質向上につなげる。

事業内容

児童が楽しみながら、体力向上を図れるよう、ダンス教室を開催す
る。また、児童・生徒が意欲的に体育授業に取り組めるよう、立命館
大学と協働して授業内容の研究と充実を図るとともに、指導者の資
質向上に努める。

計画

ダンス教室１４回（小）
体育実技講習会　１回
体育実技研修会　１回

ダンス教室１４回（小）
体育実技講習会　１回
体育実技研修会　１回

ダンス教室１４回（小）
体育実技講習会　１回
体育実技研修会　１回
ダンス教室や研修会の在
り方について検討

これまでの取り組み内容
をもとに、小学校体育授
業充実事業として、体育
実技講習会、実技研修会
の実施

これまでの取り組み内容
をもとに、小学校体育授
業充実事業として、体育
実技講習会、実技研修会
の実施成果

運動好きの子どもを育てるため、小学生に対しダンス教室、
教員対象に体育実技講習会、研修会を実施した。その結果運
動をすることが好きと肯定的回答をした児童が増加した。

課題
効果的な体育授業の充実を図り体育授業の研究を進めたが、運動
好きと強い肯定する女子の割合が全国平均よりも低いため、体育授
業の支援充実や各校の工夫が必要である。

実績

草津市

評価 3

５：計画以上にでき、かつ顕著な成果を得た
４：計画以上にできた
３：計画どおりできた
２：計画どおりできなかった
１：取り組まなかった

ダンス教室１４回（小）
体育実技講習会　１回
体育実技研修会　１回
スポー傷害予防講習会
9回
ダンス教室や講習会の在
り方について検討

①
授
業
内
容
の
充
実
と
体
育
指
導
の
向
上

（
２

）
学
校
体
育
の
充
実

（
１

）
乳
幼
児
・
児
童
の
運
動

（
遊
び

）
の
推
進

ダンス教室１４回（小）
体育実技講習会　１回
体育実技研修会　１回

小・中学校体力向上プ
ロジェクト事業

学
校
教
育
課
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第２期草津市スポーツ推進計画　点検・評価シート 資料３-2

青色の網掛け個所を記入してください。

施策 具体的な取組 担当課

基本方針１ 子どもの体力向上とスポーツ活動の推進

事業名 点検・評価

【評価基準】
５：計画以上にでき、かつ顕著な成果を得た ４：計画以上にできた３：計画どおりできた ２：計画どおりできなかった １：取り組まなかっ
た

実施主体

関係団体等 目標

年度 R3 R4 R5 R6 R7

区分 継続 継続 検討 継続 継続

実施主体

関係団体等 目標

年度 R3 R4 R5 R6 R7

区分 継続 継続 継続 継続 継続

実施主体

関係団体等 目標

年度 R3 R4 R5 R6 R7

区分 継続 継続 検討 継続 継続

草津市 実施計画

小学校体育連盟、立命館大学 児童が様々なスポーツの体験・出会いを通じて、運動をすることが好きになるきっかけづくりにつなげる。

事業内容
市内の小学６年生が一堂に会するスポーツイベントを立命館大学と
連携して開催し、日ごろの体育授業の取組の成果を発揮する場や
大学の様々な運動部と交流できる機会をつくる。

計画

１０月開催 １０月開催 １０月開催
大会の在り方について検
討

レッツエンジョイスポーツ
として、９月～２月各校に
より実施

レッツエンジョイスポーツ
として、９月～２月各校に
より実施

成果

市内小学校６年生対象に学校の希望をもとに、アスリートやスポー
ツ団体が学校へ行き、体験活動を実施した。また、オンラインにより
縄跳びのグループ対抗戦を実施した。そのため、子どもたちがアス
リートと関わることや運動機会を増やすことができた。

課題
なわとびチャレンジとして、縄跳びのグループ対抗戦を実施したが、
学校の日程調整に多くの時間を必要としたため、日程調整や実施
方法の検討し、日程について各校での連携が必要である。

実績

感染症の影響により、ジュ
ニアスポーツフェスティバル
は中止し、代替事業として
「レッツエンジョイスポー
ツ！２０２１」を各学校で実
施。

感染症の影響により、
ジュニアスポーツフェス
ティバルは中止し、代替
事業として「レッツエンジョ
イスポーツ！２０２２」を各
学校で実施。

ジュニアスポーツフェス
ティバルは中止し、代替
事業として「レッツエンジョ
イスポーツ！２０２３」を各
学校で実施。

評価 3

５：計画以上にでき、かつ顕著な成果を得た
４：計画以上にできた
３：計画どおりできた
２：計画どおりできなかった
１：取り組まなかった

③
学
校
・
大
学
・
児
童
育
成
ク
ラ
ブ
と
の
連
携
に
よ
る
体

力
向
上

草津市チャレンジタイム

学
校
教
育
課

草津市 実施計画

児童の体力向上につなげる。

事業内容
児童育成クラブや大学との連携を図りながら、短時間運動プログラ
ム「草津市チャレンジタイム」の充実に努めることで児童の体力向上
を進めます。

計画

学校での継続的な実施
児童育成クラブとの連携

学校での継続的な実施
児童育成クラブとの連携

学校での継続的な実施
児童育成クラブとの連携
今後の実施方法について
検討

学校での継続的な実施
児童育成クラブとの連携

学校での継続的な実施
児童育成クラブとの連携

成果

②
大
学
と
連
携
し
た
学
校
体
育
の
充
実

ジュニアスポーツフェス
ティバルKUSATSU

学
校
教
育
課

「草津市チャレンジタイム」の充実のため体育実技研修会での周知
を進めたところ、認知率が上がった。

課題
体育実技研修会での周知を進め認知率は上がったが、実施する回
数が少なかったため、今後、体育主任による各校での呼びかけや実
施種目と時期の精選が必要である。

実績

児童育成クラブとの連携は
感染症の影響もあり、でき
なかった。各学校では継続
的に取り組んだ。

児童育成クラブとの連携
は感染症の影響もあり、
できなかった。各学校で
は継続的に取り組んだ。

体育科授業で各校実施

実績

部活動指導員５名
部活動支援員７名

各校に２名ずつ配置できる
ようにした。

部活動指導員６名
部活動支援員６名

部活動指導員６名
部活動支援員６名
部活動あり方検討懇談会
開催　８月・２月

評価 3

５：計画以上にでき、かつ顕著な成果を得た
４：計画以上にできた
３：計画どおりできた
２：計画どおりできなかった
１：取り組まなかった

運動クラブ・部活動支援
事業

学
校
教
育
課

草津市 実施計画

スポーツ協会、立命館大学 児童・生徒の競技力や運動クラブ・部活動に取り組む意欲の向上につなげる。

事業内容
運動クラブ・部活動の充実した運営体制の構築を図るため、スポー
ツ関係団体や大学等と連携し、指導者や支援員の派遣等を行う。

計画

支援件数　１２件
（市内６中学校×２名配置）

支援件数　１２件
（市内６中学校×２名配
置）

支援件数　１２件
（市内６中学校×２名配
置）
部活動のあり方や指導員
の配置について検討

支援件数　１２件
（市内６中学校×２名配
置）
部活動あり方検討委員会
開催　年２回

支援件数　１２件
（市内６中学校×２名配
置）
部活動あり方検討委員会
開催　年２回成果

部活動指導員、支援員の派遣を実施し、派遣した運動部活動、文化
部活動の指導が充実した。

課題
派遣した運動部活動、文化部活動の指導が充実したが、派遣のな
い部活動が多いことや、指導員と支援員の確保が難しく人材も不足
している。そのため、部活動のあり方について検討を進める

評価 3

５：計画以上にでき、かつ顕著な成果を得た
４：計画以上にできた
３：計画どおりできた
２：計画どおりできなかった
１：取り組まなかった

①
ス
ポ
ー

ツ
関
係
団
体
や
大
学
等
と
連
携
し
た
部
活
動
の

支
援

（
３

）
部
活
動
の
充
実

（
２

）
学
校
体
育
の
充
実
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第２期草津市スポーツ推進計画　点検・評価シート 資料３-2

青色の網掛け個所を記入してください。

施策 具体的な取組 担当課

基本方針１ 子どもの体力向上とスポーツ活動の推進

事業名 点検・評価

【評価基準】
５：計画以上にでき、かつ顕著な成果を得た ４：計画以上にできた３：計画どおりできた ２：計画どおりできなかった １：取り組まなかっ
た

実施主体

関係団体等 目標

年度 R3 R4 R5 R6 R7

区分 継続 継続 継続 継続 継続

実施主体

関係団体等 目標

年度 R3 R4 R5 R6 R7

区分 継続 継続 検討 継続 継続

実施主体

関係団体等 目標

年度 R3 R4 R5 R6 R7

区分 継続 継続 継続 継続 継続

評価 3

５：計画以上にでき、かつ顕著な成果を得た
４：計画以上にできた
３：計画どおりできた
２：計画どおりできなかった
１：取り組まなかった

（
４

）
ス
ポ
ー

ツ
少
年
団
活
動
の
活
性
化

①
ス
ポ
ー

ツ
少
年
団
の
支
援

スポーツ少年団事業補
助金

ス
ポ
ー

ツ
推
進
課

草津市 実施計画

スポーツ少年団（スポーツ協会） スポーツ少年団活動を促進し、団員確保につなげる。

事業内容

子どもが積極的にスポーツ活動を行い、心身の健全育成や仲間と
の交流等を生み出す環境を整えるため、スポーツ少年団活動の支
援を行う。学校や地域のスポーツ関係団体等と連携し、スポーツ少
年団活動の情報発信を積極的に行い、団員の確保に努める。

計画

活動情報を発信し、団体の
活性化を図る。
団体数２７団体
団員数６００人

活動情報を発信し、団体
の活性化を図る。
団体数３０団体
団員７００人

活動情報を発信し、団体
の活性化を図る。
団体数３３団体
団員数８００人

活動情報を発信し、団体
の活性化を図る。
団体数３６団体
団員数９００人

活動情報を発信し、団体
の活性化を図る。
団体数３９団体
団員数１，０００  人

成果
計画通りの事業を展開し、スポーツ少年団の交流を図ることが出来
た。

課題
団員数は前年度と比較して微増したものの、団数については増減がなく、
引き続きスポーツ少年団の魅力を発信し、団員確保・新たな単位団の設立
に向け、周知方法や内容の工夫等に取り組む必要がある。

実績

団体数　２２団体
団員数　５０７人
事業実施回数　４回（６／１
０回コロナ中止）

団体数　２２団体
団員数　４４２人
事業実施回数　１０／１０
回

団体数　２２団体
団員数　４６９人
事業実施回数　１０／１０
回

スポーツ傷害にかかる実技
講習会

スポーツ傷害にかかる実
技講習会

スポーツ傷害にかかる実
技講習会
講習会の在り方について
検討

これまでの取り組み内容
をもとに、各学校で自立
的に実施

これまでの取り組み内容
をもとに、各学校で自立
的に実施

成果
スポーツ傷害にかかる実技講習会を各中学校で実施したことで、け
がの件数・割合が減少傾向になった。

課題
スポーツ傷害にかかる実技講習会を継続的に実施してきたことで、
けがの件数・割合が減少傾向になっているが、講習会を教員も学ん
できたため、講師による講習会が必要か再検討が必要である。

実績

スポーツ傷害予防にかかる
実技講習会各中学校で少
なくとも１回実施

スポーツ傷害予防にかか
る実技講習会各中学校
で少なくとも１回実施

スポーツ傷害予防講習会
各中学校で少なくとも１回
実施

評価 3

５：計画以上にでき、かつ顕著な成果を得た
４：計画以上にできた
３：計画どおりできた
２：計画どおりできなかった
１：取り組まなかった

生徒が自身や他者の健康や安全を保持していくことで、継続的にス
ポーツできるよう、中学校におけるスポーツ傷害に関する学習を推
進する。

計画

実施計画

草津市スポーツ振興事業体 指導者のスポーツ傷害に対する意識の醸成を図り、子どものスポーツ活動中の事故等の予防に努める。

事業内容
子どもが継続してスポーツに取り組んでいけるよう、スポーツ傷害に
関する豊富な知識を持つ指導者の育成を図る。

計画

指導者講習会　１回
専門講座　３回

指導者講習会　１回
専門講座　３回

指導者講習会　１回
専門講座　３回

指導者講習会　１回
専門講座　３回

指導者講習会　１回
専門講座　３回

成果

パーソナルトレーナーを招き、成長期の子どもたちを指導するスポーツ少年
団指導者を対象に、「「成長期に必要なトレーニング」コンディショニングト
レーニング　～実践編～」と題した講習会を開催することができ、指導者の
資質向上につなげることができた。

課題
時代に沿って、関心の高いテーマを基に講習会の計画を進める必
要がある。

実績

スポーツ協会

評価 3

５：計画以上にでき、かつ顕著な成果を得た
４：計画以上にできた
３：計画どおりできた
２：計画どおりできなかった
１：取り組まなかった

（スポーツ協会）
指導者講習会　コロナ禍に
より中止

（
５

）
ス
ポ
ー

ツ
傷
害
の
予
防

指導者講習会　2回 指導者・育成会講習会
１回

②
ス
ポ
ー

ツ
傷
害
を
防
ぐ
指
導
者
の
育
成

スポーツ指導者講習会

ス
ポ
ー

ツ
推
進
課

①
ス
ポ
ー

ツ
傷
害
に
関
す
る
学
習
の
推
進

スポーツ傷害予防講習
会

学
校
教
育
課

草津市 実施計画

中学校体育連盟 生徒のスポーツ障害に対する意識の醸成を図り、スポーツ活動中の事故等の予防に努める。

事業内容
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